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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】家庭用織物の冷感充填物およびそれを含有する 
家庭用繊維製品を提供する。
【解決手段】家庭用織物の冷感充填物２は凝集体状の充 
填物本体を含み、充填物本体は高分子量ポリエチレンと 
中分子量ポリエチレンの混合織物構造であり、家庭用繊 
維製品は、表面層１、底部層３および表面層と底部層間 
に充填された冷感充填物を含み、表面層は冷感生地また 
は通常生地からなり、表面層と冷感充填層間に不織布層 
４がさらに設けられる。高分子量ポリエチレンと中分子 
量ポリエチレンを混合して凝集体状の充填物本体を織る 
ことにより、充填物本体が良熱伝導体となり冷感充填物 
が得られ、冷感生地とキルティング状に組み合わせて、 
真の冷感家庭用繊維製品になることができる。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　9　　ＯＬ　（全8頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 凝 集 体 状 の 充 填 物 本 体 を 含 み 、 前 記 充 填 物 本 体 は 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン と 中 分 子 量 ポ リ  
エ チ レ ン の 混 合 織 物 構 造 で あ り 、 前 記 充 填 物 本 体 の 表 面 に 整 形 用 の ス プ レ ー 粘 着 層 が 塗 布  
さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 家 庭 用 織 物 の 冷 感 充 填 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン は 分 子 量 が ３ ０ 万 を 超 え る ポ リ エ チ レ ン で あ る 、 こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 家 庭 用 織 物 の 冷 感 充 填 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン は 分 子 量 が ５ 万 ～ ３ ０ 万 の ポ リ エ チ レ ン で あ る 、 こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 家 庭 用 織 物 の 冷 感 充 填 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 充 填 物 本 体 中 の 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 体 積 比 が １ ５ ％ ～ ８ ５ ％ で あ り 、 前 記 中 分  
子 量 ポ リ エ チ レ ン の 体 積 比 が ８ ５ ％ ～ １ ５ ％ で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の  
家 庭 用 織 物 の 冷 感 充 填 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 充 填 物 本 体 中 の 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 仕 様 が １ ． ５ Ｄ ～ ９ Ｄ で あ り 、 長 さ が ２ ２  
ｍ ｍ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 家 庭 用 織 物 の 冷 感 充 填 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 充 填 物 本 体 中 の 前 記 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 仕 様 が １ ． ５ Ｄ ～ ９ Ｄ で あ り 、 長 さ が  
２ ２ ｍ ｍ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 家 庭 用 織 物 の 冷 感 充 填  
物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 表 面 層 、 底 部 層 お よ び 前 記 表 面 層 と 前 記 底 部 層 間 に 充 填 さ れ た 請 求 項 １ 、 ２ 、 ４ ～ ６ の  
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 冷 感 充 填 物 を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 家 庭 用 繊 維 製 品 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 表 面 層 は 冷 感 生 地 ま た は 通 常 生 地 か ら な る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 家  
庭 用 繊 維 製 品 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 表 面 層 と 前 記 冷 感 充 填 層 間 に 不 織 布 層 が さ ら に 設 け ら れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 ７ に 記 載 の 家 庭 用 繊 維 製 品 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 家 庭 用 繊 維 製 品 の 技 術 分 野 に 関 し 、 特 に 家 庭 用 織 物 の 冷 感 充 填 物 お よ び そ れ  
を 含 有 す る 家 庭 用 繊 維 製 品 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 熱 い 夏 、 消 費 者 の ベ ッ ド メ イ ク の 第 一 選 択 肢 は 涼 感 マ ッ ト で あ る が 、 涼 し い 反 面 、 １ ．  
従 来 の わ ら マ ッ ト は ダ ニ や 細 菌 が 繁 殖 し や す く 、 洗 濯 機 で 洗 う こ と が で き な い 、 ２ ． わ ら  
マ ッ ト は 皮 膚 に ア レ ル ギ ー を 起 こ す こ と が あ る 、 ３ ． わ ら マ ッ ト は 水 を 吸 収 す る 力 が 強 く  
、 １ シ ー ズ ン 経 つ と マ ッ ト 表 面 の 色 が 黄 ば み や す い 、 ４ ． わ ら マ ッ ト は 通 気 性 が 悪 く 、 柔  
ら か さ が 低 く 、 敷 か な い 時 は 割 れ や す い 、 ５ ． 麻 雀 マ ッ ト は 冷 た く 、 硬 く て マ ス の 間 に 隙  
間 が あ る 、 あ ま り 気 持 ち よ く 無 い と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 市 場 は 最 近 、 冷 た い 感 じ の 繊 維 （ 主 に ナ イ ロ ン ） 編 物 が 冷 た い 感 じ の マ ッ ト に 登 場 し て  
い る 。 こ の 製 品 は 、 従 来 の わ ら マ ッ ト の 問 題 の ほ と ん ど を 解 決 す る こ と が で き る が 、 １ ．  
通 常 、 ポ リ エ ス テ ル と 木 綿 が 添 加 さ れ 、 冷 感 が 減 少 し 、 ２ ． 木 綿 は 通 常 非 吸 収 性 で 、 水 分  
が 増 加 し 、 ３ ． 通 常 木 綿 は 断 熱 性 が あ り 、 冬 製 品 に 適 し 、 木 綿 に 多 く の 動 く 空 気 と 静 的 空  
気 が あ る と 、 熱 伝 達 性 が 悪 く 、 ４ ． 洗 っ て も な か な か 乾 燥 し な い と い う 新 し い 欠 点 が あ る  
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。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 夏 の 冷 却 キ ル ト は 、 充 填 木 綿 が 断 熱 性 を 発 揮 す る た め 、 夏 の 冷 却 キ ル ト が 気 ま ず  
い 雰 囲 気 に な っ て お り 、 綿 や ポ リ エ ス テ ル の 熱 伝 導 性 が 悪 く 、 キ ル ト は 蒸 し 暑 い が 、 エ ア  
コ ン 環 境 で は キ ル ト を 使 用 し な い と 風 邪 に な り や す い 。
【 考 案 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 の 目 的 は 、 従 来 技 術 に お け る 冷 感 織 物 の 木 綿 充 填 に よ る 冷 感 度 低 下 と い う 技 術 的  
問 題 を 解 決 す る た め の 、 家 庭 用 織 物 の 冷 感 充 填 物 お よ び そ れ を 含 有 す る 家 庭 用 繊 維 製 品 を  
提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 以 下 の 技 術 的 解 決 策 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 、 凝 集 体 状 の 充 填 物 本 体 を 含 み 、 前 記 充 填 物 本 体 は 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン と 中  
分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 混 合 織 物 構 造 で あ る 、 家 庭 用 織 物 の 冷 感 充 填 物 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 技 術 的 解 決 策 に 基 づ い て 、 本 考 案 は 以 下 の よ う に 改 善 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 改 善 と し て 、 前 記 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン は 分 子 量 が ３ ０ 万 を 超 え る ポ  
リ エ チ レ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 改 善 と し て 、 前 記 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン は 分 子 量 が ５ 万 ～ ３ ０ 万 の ポ  
リ エ チ レ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 改 善 と し て 、 前 記 充 填 物 本 体 中 の 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 体 積 比 が １  
５ ％ ～ ８ ５ ％ で あ り 、 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 体 積 比 が ８ ５ ％ ～ １ ５ ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 改 善 と し て 、 前 記 充 填 物 本 体 中 の 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 仕 様 が １ ．  
５ Ｄ ～ ９ Ｄ で あ り 、 長 さ が ２ ２ ｍ ｍ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 改 善 と し て 、 前 記 充 填 物 本 体 中 の 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 仕 様 が １ ．  
５ Ｄ ～ ９ Ｄ で あ り 、 長 さ が ２ ２ ｍ ｍ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 改 善 と し て 、 前 記 充 填 物 本 体 の 表 面 に 整 形 用 の ス プ レ ー 粘 着 層 が 塗 布  
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 は 、 表 面 層 、 底 部 層 お よ び 前 記 表 面 層 と 前 記 底 部 層 間 に 充 填 さ れ た 前 記 冷 感 充 填  
物 を 含 む 家 庭 用 繊 維 製 品 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 改 善 と し て 、 前 記 表 面 層 は 冷 感 生 地 ま た は 通 常 生 地 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 考 案 の さ ら な る 改 善 と し て 、 前 記 表 面 層 と 前 記 冷 感 充 填 層 間 に 不 織 布 層 が さ ら に 設 け  
ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 考 案 は 、 従 来 技 術 と 比 較 す る と 、 以 下 の 有 益 な 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 考 案 は 、 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン と 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン を 混 合 し て 凝 集 体 状 の 充 填 物  
本 体 を 織 る こ と に よ り 、 充 填 物 本 体 が 良 熱 伝 導 体 と な り 冷 感 充 填 物 が 得 ら れ 、 冷 感 生 地 と  
キ ル テ ィ ン グ 状 に 組 み 合 わ せ て 、 真 の 冷 感 家 庭 用 繊 維 製 品 に な る こ と が で き 、 本 考 案 が 提  
供 す る 家 庭 用 繊 維 製 品 は 、 内 部 充 填 物 が 冷 感 充 填 物 を 採 用 し 、 従 来 の 冷 感 家 庭 用 繊 維 製 品  
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の 生 地 の み 冷 感 が あ り 、 充 填 物 に よ る ユ ー ザ ー に 対 す る 体 感 効 果 を 無 視 し 、 本 考 案 は 繊 維  
中 の 最 も 良 い 熱 伝 導 性 の 材 料 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン と 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン を 組 み 合 わ せ  
る こ と に よ り 、 良 好 な 熱 伝 導 を 達 成 す る だ け で な く 、 コ ス ト の 点 で も 市 場 性 を 達 成 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 考 案 の 実 施 例 ま た は 従 来 技 術 中 の 技 術 的 解 決 策 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 以 下 、  
実 施 例 ま た は 従 来 技 術 の 説 明 に お い て 使 用 さ れ る 図 面 を 簡 単 に 説 明 す る が 、 明 ら か に 、 以  
下 で 説 明 さ れ る 図 面 は 本 考 案 の い く つ か の 実 施 例 に 過 ぎ ず 、 当 業 者 で あ れ ば 、 創 造 的 な 労  
働 を す る こ と な く 、 こ れ ら の 図 面 に 基 づ い て 他 の 図 面 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 １ 】 本 考 案 の 家 庭 用 繊 維 製 品 の 一 実 施 例 の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 家 庭 用 繊 維 製 品 の 別 の 実 施 例 の 構 造 模 式 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 考 案 の 目 的 、 技 術 的 解 決 策 お よ び 利 点 を よ り 明 確 に す る た め に 、 以 下 、 本 考 案 の 技 術  
的 解 決 策 を 詳 細 に 説 明 す る 。 明 ら か に 、 説 明 さ れ る 実 施 例 は 本 考 案 の 一 部 の 実 施 例 に 過 ぎ  
ず 、 す べ て の 実 施 例 で は な い こ と に 留 意 さ れ た い 。 本 考 案 の 実 施 例 に 基 づ い て 、 当 業 者 は  
創 造 的 な 労 働 を す る こ と な く 得 ら れ た 他 の 実 施 形 態 は 、 す べ て 本 考 案 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 来 技 術 に お い て 、 充 填 物 は 木 綿 で あ り 、 木 綿 の 材 質 は ポ リ エ ス テ ル で あ り 、 ポ リ エ ス  
テ ル は 熱 伝 導 率 が 低 い の で 、 冷 感 家 庭 用 繊 維 製 品 は 表 面 層 は 冷 感 生 地 を 使 用 す る が 、 木 綿  
の 存 在 に よ り 、 充 填 物 は 保 温 の 効 果 が あ り 、 木 綿 充 填 の 家 庭 用 繊 維 製 品 は 一 般 的 に 冷 感 効  
果 が 少 な く 、 物 理 的 な 冷 感 を 達 成 す る こ と が 難 し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 考 案 は 、 凝 集 体 状 の 充 填 物 本 体 を 含 み 、 充 填 物 本 体 は 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン と 中 分 子  
量 ポ リ エ チ レ ン の 混 合 織 物 構 造 で あ る 家 庭 用 織 物 の 冷 感 充 填 物 を 提 供 す る 。 具 体 的 に 、 高  
分 子 量 ポ リ エ チ レ ン は 分 子 量 が ３ ０ 万 を 超 え る ポ リ エ チ レ ン で あ る 。 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ  
ン は 分 子 量 が ５ 万 ～ ３ ０ 万 の ポ リ エ チ レ ン で あ る 。 改 良 の た め に 、 熱 伝 導 率 の 高 い 材 料 を  
見 つ け る 必 要 が あ り 、 熱 伝 導 率 を λ と す る と 、 λ ＝ ２ ０ ０ の と き 、 延 伸 配 向 ポ リ エ チ レ ン  
の 軸 方 向 弾 性 率 は 鋼 の ８ ０ ％ に 達 し 、 熱 伝 導 係 数 が 良 く な る ま で ２ 倍 に 達 し 、 良 熱 伝 導 体  
と な り 、 こ れ は 、 高 延 伸 比 の 延 伸 分 子 鎖 か ら な る 針 状 結 晶 で あ る ク リ ス タ ル ブ リ ッ ジ か ら  
で あ る 。 し か し 、 高 強 度 ポ リ エ チ レ ン ( 分 子 量 が ３ ０ 万 を 超 え る ) は 高 価 で あ る 。 大 多 数 の  
消 費 者 に 適 し た 製 品 に す る た め に 、 様 々 な 実 験 を 行 っ た 結 果 、 最 終 的 に 高 分 子 と 中 分 子 (  
５ 万 以 上 ３ ０ 万 以 下 の 分 子 量 ) の 混 合 物 を 採 用 し て オ ー プ ニ ン グ し 、 よ う や く 原 料 の 問 題  
を 解 決 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 具 体 的 に 、 木 綿 の 充 填 を 、 使 用 な し ま た は よ り 少 な く 使 用 し 、 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン と  
中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 混 合 織 物 か ら な る 凝 集 体 状 の 充 填 物 本 体 を 全 部 ま た は 一 部 使 用 し  
、 充 填 物 の 熱 伝 導 性 を 大 幅 向 上 さ せ 、 真 の 冷 感 充 填 綿 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 充 填 物 本 体 中 の 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 含 有 量 が 高 い ほ ど 冷 感 効 果 が 良 く な る が 、 コ ス  
ト の 点 で 以 下 の 体 積 比 を 設 定 し ：
　 充 填 物 本 体 中 の 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 体 積 比 が １ ５ ％ ～ ８ ５ ％ で あ り 、 中 分 子 量 ポ リ  
エ チ レ ン の 体 積 比 が ８ ５ ％ ～ １ ５ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 充 填 物 本 体 中 の 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 仕 様 が １ ． ５ Ｄ ～ ９ Ｄ で あ り 、 長 さ が  
２ ２ ｍ ｍ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。 こ こ で 、 Ｄ は D E N I E R （ デ ニ ー ル ） の 略 で あ り 、 化 学 繊 維  
の 繊 度 表 現 方 法 に お い て 、 織 物 の ９ ｋ ｍ 長 さ 当 た り の グ ラ ム 重 量 を 表 す 単 位 で あ る 。 Ｄ の  
値 が 大 き い ほ ど 糸 は 太 く な る 。   
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 充 填 物 本 体 内 の 各 繊 維 を 均 一 に す る た め に 、 充 填 物 本 体 中 の 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン の 仕  
様 も １ ． ５ Ｄ ～ ９ Ｄ で あ り 、 長 さ が ２ ２ ｍ ｍ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 加 工 の 時 、 充 填 繊 維 は 毛 羽 立 っ た 状 態 で あ る こ と が 要 求 さ れ る が 、 ポ リ エ チ レ ン は 輸 送  
の 便 宜 の た め に 大 き な 包 み に 圧 縮 さ れ 、 使 用 前 に 新 た に オ ー プ ニ ン グ し て ポ リ エ チ レ ン を  
毛 羽 立 っ た 状 態 に し 、 オ ー プ ニ ン グ 処 理 後 、 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン と 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ  
ン を 均 一 に 混 合 し 、 カ ー ド 機 を 通 じ て カ ー ド さ れ 凝 集 体 状 の 充 填 物 本 体 と な り 、 最 後 に キ  
ル テ ィ ン グ に よ っ て 冷 感 生 地 と 結 合 さ れ て 真 の 冷 感 家 庭 用 繊 維 製 品 と な り 、 例 え ば 冷 感 マ  
ッ ト や 夏 の 冷 却 キ ル ト に 充 填 さ れ て 、 キ ル ト や マ ッ ト が 優 れ た 熱 伝 導 性 を 持 ち 、 ド ラ イ で  
涼 し い よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 充 填 物 本 体 が 外 側 に 埋 没 し た り ず れ た り し な い よ う に 、 充 填 物 本 体 の 表 面 に 整 形 用 の ス  
プ レ ー 粘 着 層 が 塗 布 さ れ る 。 ス プ レ ー 粘 着 層 は ス プ レ ー 粘 着 加 工 に よ り 充 填 物 本 体 の 表 面  
に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 考 案 で は 、 冷 感 充 填 物 を 生 産 す る 際 に 、 ポ リ エ チ レ ン の 融 点 が 低 い の で 、 従 来 の ホ ッ  
ト メ ル ト 綿 プ ロ セ ス を 使 用 す る と 生 産 で き な く な り 、 総 合 的 に 評 価 し た と こ ろ 、 カ ー ド 機  
を 通 じ て 毛 羽 を カ ー ド す る 方 法 を 採 用 し 、 ス プ レ ー 粘 着 綿 を １ ４ ０ ～ １ ６ ０ 度 の 高 温 で 乾  
燥 す る 場 合 が あ り 、 本 製 品 の プ ロ セ ス を 設 計 す る 際 に オ ー ブ ン の 温 度 を ９ ０ 度 以 下 に 抑 え  
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 考 案 が 提 供 す る 家 庭 用 繊 維 製 品 は 、 表 面 層 １ 、 底 部 層 ３ 、 お よ び 表 面 層 と 底 部 層 間 に  
充 填 さ れ た 冷 感 充 填 物 ２ を 含 む 。 表 面 層 １ は 冷 感 生 地 ま た は 通 常 生 地 か ら な る 。 そ の 中 で  
、 通 常 生 地 は 綿 布 で あ り 得 る 。 表 面 層 ２ と 冷 感 充 填 層 ３ 間 に 不 織 布 層 ４ が さ ら に 設 け ら れ  
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ＜ 実 施 例 １ ＞
　 図 １ に 示 す よ う に 、 表 面 層 １ は 冷 感 生 地 か ら な り 、 冷 感 生 地 は 従 来 技 術 の 材 料 を 市 場 で  
購 入 し た も の で あ り 、 底 部 層 ３ は ベ ー ス 布 で あ り 、 通 常 生 地 例 え ば 綿 布 か ら な り 、 も ち ろ  
ん 他 の 生 地 を 採 用 し て も よ く 、 表 面 層 １ と 底 部 層 ３ 間 に 冷 感 充 填 物 ２ が 充 填 さ れ 、 冷 感 充  
填 物 ２ は 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン 繊 維 と 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン 繊 維 を カ ー ド 機 を 通 じ て カ ー  
ド さ れ た 凝 集 体 状 構 造 を 採 用 し 、 表 面 層 １ と 冷 感 充 填 物 ２ 間 に 不 織 布 層 ４ が さ ら に 設 け ら  
れ 、 冷 感 充 填 物 ２ 、 表 面 層 １ 、 不 織 布 層 ４ お よ び 底 部 層 ３ は キ ル テ ィ ン グ に よ っ て 縫 製 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ＜ 実 施 例 ２ ＞
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 表 面 層 １ は 通 常 生 地 例 え ば 綿 布 か ら な り 、 底 部 層 ３ は ベ ー ス 布 で あ  
り 、 通 常 生 地 、 例 え ば 綿 布 か ら な り 、 も ち ろ ん 、 他 の 生 地 を 採 用 し て も よ く 、 表 面 層 １ と  
底 部 層 ３ 間 に 冷 感 充 填 物 ２ が 充 填 さ れ 、 冷 感 充 填 物 ２ は 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン 繊 維 と 中 分  
子 量 ポ リ エ チ レ ン 繊 維 を カ ー ド 機 を 通 じ て カ ー ド さ れ た 凝 集 体 状 構 造 を 採 用 し て い る 。 冷  
感 充 填 物 ２ 、 表 面 層 １ お よ び 底 部 層 ３ は キ ル テ ィ ン グ に よ っ て 縫 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 考 案 は 、 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン と 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン を 混 合 し て 凝 集 体 状 の 充 填 物  
本 体 を 織 る こ と に よ り 、 充 填 物 本 体 が 良 熱 伝 導 体 と な り 冷 感 充 填 物 が 得 ら れ 、 キ ル テ ィ ン  
グ に よ っ て 冷 感 生 地 と 結 合 さ れ て 真 の 冷 感 家 庭 用 繊 維 製 品 に な る こ と が で き 、 本 考 案 が 提  
供 す る 家 庭 用 繊 維 製 品 は 、 内 部 充 填 物 が 冷 感 充 填 物 を 採 用 し 、 従 来 の 冷 感 家 庭 用 繊 維 製 品  
の 生 地 の み 冷 感 が あ り 、 充 填 物 に よ る ユ ー ザ ー に 対 す る 体 感 効 果 を 無 視 し 、 本 考 案 は 繊 維  
中 の 最 も 良 い 熱 伝 導 性 の 材 料 高 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン と 中 分 子 量 ポ リ エ チ レ ン を 組 み 合 わ せ  
る こ と に よ り 、 良 好 な 熱 伝 導 を 達 成 す る だ け で な く 、 コ ス ト の 点 で も 市 場 性 を 達 成 す る 。
　 こ こ で 、 「 内 側 に 向 か う 」 と は 収 容 空 間 の 中 央 に 向 か う 方 向 を 指 し 、 「 外 側 に 向 か う 」  



10

20

30

40

50

JP 3242013 U 2023.5.12(6)

と は 収 容 空 間 の 中 央 か ら 離 れ た 方 向 を 指 す こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 考 案 の 説 明 に お い て 、 「 中 心 」 、 「 縦 方 向 」 、 「 横 方 向 」 、 「 長 さ 」 、 「 幅 」 、 「 厚  
さ 」 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 前 」 、 「 後 」 、 「 左 」 、 「 右 」 、 「 垂 直 」 、 「 水 平 」 、 「 頂 」  
、 「 底 」 「 内 」 、 「 外 」 、 「 時 計 回 り 」 、 「 反 時 計 回 り 」 、 「 軸 方 向 」 、 「 径 方 向 」 、 「  
周 方 向 」 な ど の 用 語 で 示 す 方 位 ま た は 位 置 関 係 は 図 面 １ に 示 す 方 位 ま た は 位 置 関 係 に 基 づ  
い た も の で あ り 、 本 考 案 の 説 明 お よ び 説 明 の 簡 略 化 の た め に の み 使 用 さ れ 、 か か る 装 置 ま  
た は デ バ イ ス は 必 ず し も 特 定 の 方 位 を 有 し 、 特 定 の 方 位 で 構 成 お よ び 操 作 さ れ る こ と を 所  
指 の す る も の で は な い の で 、 本 考 案 の 制 限 と し て 理 解 さ れ な い こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 「 第 １ 」 、 「 第 ２ 」 と い う 用 語 は 説 明 の 目 的 で の み 使 用 さ れ 、 相 対 的 な 重 要 性 ま  
た は か か る 技 術 的 特 徴 の 数 を 指 示 ま た は 暗 示 す る も の と し て 理 解 さ れ な い 。 こ れ に よ っ て  
、 「 第 １ 」 、 「 第 ２ 」 で 修 飾 さ れ た 特 徴 は 少 な く と も １ つ の こ の 特 徴 を 含 む こ と を 明 示 ま  
た は 暗 示 す る 。 本 考 案 の 説 明 に お い て 、 明 示 的 か つ 具 体 的 に 限 定 さ れ な い 限 り 、 「 複 数 」  
と は 、 少 な く と も ２ つ 、 例 え ば ２ つ 、 ３ つ な ど を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 考 案 に お い て 、 特 に 明 示 的 に 限 定 し な い 限 り 、 「 取 付 」 、 「 連 結 」 、 「 接 続 」 、 「 固  
定 」 な ど の 用 語 は 広 義 的 に 理 解 さ れ た く 、 例 え ば 、 固 定 接 続 し て も よ く 、 着 脱 可 能 に 接 続  
し て も よ く 、 ま た は 一 体 に 形 成 し て も よ い し 、 機 械 的 に 接 続 し て も よ く 、 電 気 的 に 接 続 し  
て も よ い し 、 直 接 に 連 結 し て も よ く 、 中 間 媒 体 を 介 し て 間 接 的 に 連 結 し て も よ く 、 ２ つ デ  
バ イ ス 内 部 の 連 通 ま た は ２ つ の デ バ イ ス の 相 互 作 用 関 係 で あ っ て も よ い 。 当 業 者 に と っ て  
、 具 体 的 な 状 況 に 応 じ て 本 考 案 に お け る 上 記 用 語 の 具 体 的 な 意 味 を 理 解 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 考 案 に お い て 、 特 に 明 示 的 に 限 定 し な い 限 り 、 第 １ 特 徴 は 第 ２ 特 徴 「 上 」 ま た は 「 下  
」 に あ る こ と は 、 第 １ と 第 ２ 特 徴 の 直 接 接 触 で あ っ て も よ く 、 ま た は 第 １ と 第 ２ 特 徴 の 中  
間 媒 体 に よ る 間 接 接 触 で あ っ て も よ い こ と を 意 味 す る 。 さ ら に 、 第 １ 特 徴 は 第 ２ 特 徴 「 の  
上 」 、 「 上 方 」 お よ び 「 上 面 」 に あ る こ と は 、 第 １ 特 徴 が 第 ２ 特 徴 の 真 上 ま た は 斜 め 上 方  
に あ っ て も よ く 、 ま た は 第 １ 特 徴 が 水 平 に 第 ２ 特 徴 よ り も 高 い こ と を 意 味 し て も よ い 。 第  
１ 特 徴 は 第 ２ 特 徴 「 の 下 」 、 「 下 方 」 お よ び 「 下 面 」 に あ る こ と は 、 第 １ 特 徴 が 第 ２ 特 徴  
の 真 下 ま た は 斜 め 下 方 に あ っ て も よ く 、 ま た は 第 １ 特 徴 が 水 平 に 第 ２ 特 徴 よ り も 小 さ い こ  
と を 意 味 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 明 細 書 の 説 明 に お い て 、 「 一 実 施 例 」 、 「 い く つ か の 実 施 例 」 、 「 例 示 」 、 「 具 体 的  
な 例 示 」 、 ま た は 「 い く つ か の 例 示 」 な ど の 用 語 は 、 こ の 実 施 例 ま た は 例 示 で 説 明 さ れ た  
具 体 的 な 特 徴 、 構 造 、 材 料 ま た は 特 性 が 本 考 案 の 少 な く と も １ つ の 実 施 例 ま た は 例 示 に 含  
ま れ る こ と を 意 味 す る 。 本 明 細 書 に お い て 、 上 記 用 語 の 模 式 的 表 現 は 同 一 の 実 施 例 ま た は  
例 示 を 指 す 必 要 が な い 。 さ ら に 、 説 明 さ れ る 具 体 的 な 特 徴 、 構 造 、 材 料 ま た は 特 性 は 任 意  
に １ つ ま た は 複 数 の 実 施 例 ま た は 例 示 に お い て 適 切 な 方 法 で 組 合 さ れ 得 る 。 ま た 、 互 い に  
矛 盾 し な い 限 り 、 当 業 者 は 本 明 細 書 で 説 明 さ れ た 異 な る 実 施 例 ま た は 例 示 お よ び 異 な る 実  
施 例 ま た は 例 示 の 特 徴 を 結 合 し て 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 、 本 考 案 の 具 体 的 な 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 考 案 の 保 護 範 囲 は こ れ に 限 定 さ れ な  
く 、 当 業 者 は 本 考 案 に 記 載 さ れ た 技 術 範 囲 内 で 、 容 易 に 想 到 し た 変 更 や 置 換 は 、 す べ て 本  
考 案 の 保 護 範 囲 内 に 含 ま れ る 。 し た が っ て 、 本 考 案 の 保 護 範 囲 は 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲  
の 保 護 範 囲 に 従 う も の と す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １     表 面 層
　 ２     冷 感 充 填 物
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　 ３     底 部 層
　 ４     不 織 布 層
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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